
・
平
成
13
年
4
月

土
地
区
画

整
理
事
業
の
開
始

・
平
成
19
年
3
月

ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

・
平
成
20
年
7
月
～
24
年
5
月

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
不

成
立

・
平
成
27
年
12
月

ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
発
表

・
平
成
29
年
3
月

ま
ち
づ
く

り
提
言
（
み
ず
ほ
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
）

・
平
成
30
年
3
月

一
般
社
団

法
人
米
原
駅
東
口
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
以
下
社
団
）
設
立

・
平
成
31
年
3
月

ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
計
画
発

表
（
社
団
）

・
令
和
元
年
9
月

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
基
本
設
計
（
社
団
）

・
令
和
3
年
11
月

み
ず
ほ
銀

行
と
「
東
口
を
拠
点
と
し
た
Ｄ

Ｘ
実
現
に
関
す
る
連
携
協
定
」

締
結

・
令
和
4
年
3
月

県
有
地
と

の
土
地
交
換
完
了

「
一
般
社
団
法
人
・
米
原
駅

東
口
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

（
以
下
社
団
）
は
官
と
民
が
協

力
し
た
法
人
で
米
原
駅
東
口
開

発
の
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
社
団
か

ら
提
出
さ
れ
た
基
本
計
画
に
対

し
て
市
や
市
議
会
に
お
い
て
本

当
に
事
業
実
施
が
可
能
な
計
画

な
の
か
疑
問
が
だ
さ
れ
、
期
限

を
切
っ
て
実
現
可
能
な
計
画
書

を
提
出
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
ま

し
た
が
、
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
市
長

か
ら
東
口
の
県
有
地
と
市
有
地

お
よ
び
駅
西
民
有
地
を
高
等
専

門
学
校
候
補
地
と
し
て
立
候
補

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
社
団

の
総
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
過
程
で
、

市
は
社
団
か
ら
退
会
し
ま
し
た
。

「
高
等
専
門
学
校
」
と
は
、
５

年
制
の
工
業
系
の
学
校
で
、
高

校
と
短
大
を
複
合
し
た
学
校
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
多
く
の

県
に
は
国
立
高
等
専
門
学
校
が

あ
り
ま
す
が
、
滋
賀
県
に
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
県
立
高
専
は
、
情
報

技
術
を
中
心
に
専
門
的
な
分
野

の
人
材
育
成
を
図
る
と
し
て
お

り
、
令
和
9
年
度
の
開
校
を
目

指
す
と
し
て
い
ま
す
。

場
所
は
米
原
駅
東
口
、
県
有

地
（
1
万
3
千
㎡
）
と
市
有
地

（
9
千
㎡
）
と
米
原
駅
西
、
中

多
良
地
先
（
3
万
㎡
）
の
計
5

万
2
千
㎡
で
す
。
こ
の
東
口
予

定
地
の
西
側
（
8
千
㎡
）
に
は

県
東
北
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
月
20
日
の
委
員
会
協
議
会

で
近
江
長
岡
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
の
概
要
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

上
り
線
、
下
り
線
各
1
基
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
新
設
し
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
と
し
て
い

ま
す
。
駅
舎
か
ら
ホ
ー
ム
に
下

り
る
段
差
は
ス
ロ
ー
プ
化
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

概
算
費
用
と
し
て
は
8
億
5

千
万
円
で
3
分
の
1
の
2
億
8

千
万
円
は
Ｊ
Ｒ
東
海
、
県
補
助

が
1
億
円
、
残
り
の
4
億
6
千

万
円
が
市
の
負
担
と
想
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
今

後
国
庫
補
助
に
つ
い
て
も
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
維
持
管
理
経
費

も
年
１
４
0
万
円
程
度
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
設
置
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
も
ス
ロ
ー
プ
も
市
の
財
産

と
な
る
も
の
で
す
。
1
日
の
乗

降
客
が
3
千
人
以
下
の
駅
で
あ

る
条
件
の
中
で
Ｊ
Ｒ
の
協
力
で

可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
令
和
9
年

度
完
成
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。
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7
月
7
日
開
催
さ
れ
た
米
原
駅
東
口
駅
前
開
発
特
別
委
員
会
で
東
口
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

新
た
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
し
て
き
た
「
一
般
社
団
法
人
米
原

駅
東
口
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
事
務
局
を
担
っ
て
い
た
市
が
脱
退
し
、
東
口
の
県
有
地
と
市
有
地

と
駅
西
の
中
多
良
地
先
に
「
県
立
高
等
専
門
学
校
」
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
る
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
県
下
の
多
く
の
市
が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
中
で
今
回
の
立
候
補
の
可
否
や
米
原
駅
東
口
開

発
事
業
の
経
過
の
問
題
点
を
確
認
し
、
し
っ
か
り
と
議
論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
は

提
案
さ
れ
た
候
補
地

雑
感
月
に
1
度
、
委
員
会
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
今
の
米
原
市
の
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
と
自
由

に
議
論
を
す
る
場
で
す
。
議
会
開
催
月
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
年
間
8
回
と
な
り
ま
す
。
今
月
の
総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
は
「
脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
」
「
路
線
バ
ス
見
直
し
」
「
国
土
利
用
計
画
」
「
近
江
長
岡
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
」
「
安
定
ヨ
ウ
素
剤
配
備
・
配
布
計
画
」
の
5
件
で
し
た
。
議
論
の
幅
が
広
く
て
一
つ
ひ
と
つ

が
重
要
な
課
題
で
す
。
執
行
部
に
対
し
て
適
切
に
質
問
す
る
こ
と
や
意
見
を
い
う
に
は
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

基
礎
知
識
が
必
要
で
す
。
考
え
て
い
て
も
、
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
伝
え
る
力
は
難
し
い
。

東
口
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
過

近
江
長
岡
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
へ

市
が
県
高
専
候
補
地
を
提
案

提
案
さ
れ
た
県
立
高
専

令
和
９
年
度
完
成
へ


